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(57)【要約】
【課題】特定パターンの表示における４ライン置きに１
本の横すじが発生することを低減する。
【解決手段】４Ｈ１Ｖ反転駆動極性において１回目に書
き込む電位は２回目に書き込む電位に対し、１ライン前
（４×ｋ、４（ｋ＋１））の真上に位置する画素電極の
極性反転した電位を書き込む。このように、順次に書き
込みを行う（ｎ×ｋ＋１）水平ライン行に位置する前記
画素電極に対して（ｎ×ｋ）水平ライン行の真上に位置
する前記画素電極の極性を反転した電位を書き込むステ
ップと、前記書き込みの後に前記（ｎ×ｋ＋１）水平ラ
イン行の前記反転をしない電位を書き込むステップとを
備える。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
直交する複数の信号線と複数の走査線とのそれぞれの交差部に配置した複数の画素トラン
ジスタと、前記画素トランジスタのそれぞれに対応して前記信号線に重畳する画素電極と
、相互に隣り合った前記走査線間に設けられた補助容量配線と、外部からの画像信号と前
記信号線とを選択的に接続するためのｍ（ｍは整数）個のスイッチング素子を有するアレ
イ基板と、前記アレイ基板に対向配置されて液晶を封止するための対向基板と、を備えた
液晶表示装置に対し、前記画素電極と前記対向基板との間に印加する電圧の極性を垂直方
向のｎ（ｎは整数）画素おきに異ならせて駆動するための液晶表示装置の駆動方法におい
て、
　順次に書き込みを行う（ｎ×ｋ＋１）水平ライン行に位置する前記画素電極に対して（
ｎ×ｋ）水平ライン行の真上に位置する前記画素電極の極性を反転した電位を書き込むス
テップと、
　前記書き込みの後に前記（ｎ×ｋ＋１）水平ライン行の前記反転をしない電位を書き込
むステップと、
を有することを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２】
前記ｍをｍ≧２として、前記外部からの画像信号はｍ個のスイッチング素子のソース電極
に接続され、前記信号線の駆動を制御するための信号線駆動回路制御信号が前記スイッチ
ング素子のゲート電極に接続され、ｍ個の前記スイッチング素子のドレイン電極に前記信
号線が接続されてなり、
　一回の水平走査期間内にｍ回の前記画素電極への書き込むステップを実行し、
　もって、水平方向に隣り合う画素間の極性を異なるものとし、垂直方向の４画素おきで
極性を異なる（ｎ＝４）ものとすること
を特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項３】
直交する複数の信号線と複数の走査線とのそれぞれの交差部に配置した複数の画素トラン
ジスタと、前記画素トランジスタのそれぞれに対応して前記信号線に重畳する画素電極と
、相互に隣り合った前記走査線間に設けられた補助容量配線と、外部からの画像信号と前
記信号線とを選択的に接続するためのｍ（ｍは整数）個のスイッチング素子を有するアレ
イ基板と、前記アレイ基板に対向配置されて液晶を封止するための対向基板と、を備えた
液晶表示装置に対し、前記画素電極と前記対向基板との間に印加する電圧の極性を垂直方
向のｎ（ｎは整数）画素おきに異ならせて駆動するための液晶表示装置を駆動するための
コンピュータが読取り可能な駆動プログラムであって、
　順次に書き込みを行う（ｎ×ｋ＋１）水平ライン行に位置する前記画素電極に対して（
ｎ×ｋ）水平ライン行の真上に位置する前記画素電極の極性を反転した電位を書き込むス
テップと、
　前記書き込みの後に前記（ｎ×ｋ＋１）水平ライン行の前記反転をしない電位を書き込
むステップと、
してコンピュータが実行可能なことを特徴とする液晶表示装置の駆動プログラム。
【請求項４】
前記ｍをｍ≧２として、前記外部からの画像信号はｍ個のスイッチング素子のソース電極
に接続され、前記信号線の駆動を制御するための信号線駆動回路制御信号が前記スイッチ
ング素子のゲート電極に接続され、ｍ個の前記スイッチング素子のドレイン電極に前記信
号線が接続されてなり、
　一回の水平走査期間内にｍ回の前記画素電極への書き込むステップを実行し、
　もって、水平方向に隣り合う画素間の極性を異なるものとし、垂直方向の４画素おきで
極性を異なる（ｎ＝４）ものとすること
を特徴とする請求項３に記載の液晶表示装置の駆動プログラム。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、信号線を選択して駆動するセレクタ駆動方式の液晶表示装置の駆動方法およ
びそのプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年において、携帯電話やノート型コンピュータなどの各種機器に表示装置として広く
利用されている液晶表示装置は、複数の走査線と複数の信号線との各交差部に薄膜トラン
ジスタ（ＴＦＴ）、液晶容量、補助容量からなる液晶画素部が配列されたアレイ基板と走
査線および信号線を駆動する駆動回路を有して構成されている。また、近年の集積回路技
術の発展およびプロセス技術の実用化により、駆動回路の一部もアレイ基板上に形成され
得るようになり、液晶表示装置全体の軽薄短小化も図られている。
【０００３】
　これらの液晶表示装置は、画素が行列状に配置されて構成されている。行列状に配置さ
れた画素は近年では主にアクティブマトリクス方式によって駆動されており、応答特性や
視認特性に優れた液晶表示装置が実現されている。このアクティブマトリクス方式の液晶
表示装置において、その液晶パネルの駆動に際しては、駆動する画素に信号を書き込もう
とする行の走査線を選択し、ドライバＩＣから信号を供給することにより、マトリクスで
駆動対象として決定された画素へこの信号を書き込んでいる。
【０００４】
　従来の技術では、この画素への信号の書き込みについて、黒表示直後の一水平走査期間
内における最初のタイミングで画像信号が書き込まれる画素電極と当該画素電極に対して
垂直方向において下に位置する画素電極との間にカップリング容量Ｃｐを接続している。
【０００５】
　このカップリング容量Ｃｐを接続したことで、画素電極が隣接の信号線から受けた当該
信号線における黒表示の電位から画像信号の電位への電位変動の影響が画素電極に画像信
号が書き込まれたときにキャンセルされるので、一定行数毎に発生する横スジを低減させ
ている。
【０００６】
　また、黒表示直後の１回目の水平走査期間で画像信号が書き込まれた各画素電極に対し
て、黒表示直後の２回目の水平走査期間に１回目と同一の画像信号をそれぞれ書き込む制
御も行っている。この制御を行うことで、黒表示直後の１回目の水平走査期間で黒表示の
電位から画像信号の電位への電位変動の影響を受けた画素電極に対して、２回目の水平走
査期間で同一画像信号を書き込むことによりその電位変動をキャンセルする。そのため、
当該画素電極がフローティング状態となった後でも、隣接の信号線上で電位が変動せず、
当該画素電極が電位変動の影響を受けることはないので、一定行数毎に発生する横スジを
低減させている（特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００５－２５００５０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上述した従来の技術による液晶表示装置においては、１ライン横ストラ
イプや画素市松パターン等の特定のパターンを表示したときに、各水平ラインの電位変動
量が異なり、４画素置きに１本の横すじが発生する可能性があった。
【０００８】
　この横すじの発生に関し、４Ｈ１Ｖ反転駆動の電圧の正負（極性）を説明するための図
を図７（ホ）に示し、黒－中間調１ライン横ストライプの極性を説明するための図を図７
（ヘ）に示し、黒－中間調画素市松パターンの極性を説明するための図を図７（ト）に示
す。
【０００９】
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　この図７（ホ）～（ト）に示すように、４×ｋ＋１、４（ｋ＋１）＋１ラインは信号線
が極性反転するため、１回目と２回目の計２回の書き込みを行う。例えば、図７（ヘ）の
黒－中間調１ライン横ストライプでは、極性反転しない水平ラインは黒から中間調、また
は中間調から黒の同量の電位変動を受ける。
【００１０】
　しかし、極性反転する水平ライン（４×ｋ＋１、４（ｋ＋１）＋１）は同じ電位を２回
書き込むため２回目に書き込む水平ラインは黒から黒または中間調から中間調と電位変動
をほとんど受けない。すると、この水平ラインのみ電位変動量が異なり、４画素置きに１
本の横すじが発生する可能性があった。
【００１１】
　また、黒－中間調画素市松パターンも同様の原理で４画素置きに１本の横すじが発生す
る可能性があった。
【００１２】
　本発明は、上記に鑑みてなされたもので、その目的とするところは、特定パターンの表
示における４ライン置きに１本の横すじが発生することを低減することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　請求項１に記載の本発明は、直交する複数の信号線と複数の走査線とのそれぞれの交差
部に配置した複数の画素トランジスタと、前記画素トランジスタのそれぞれに対応して前
記信号線に重畳する画素電極と、相互に隣り合った前記走査線間に設けられた補助容量配
線と、外部からの画像信号と前記信号線とを選択的に接続するためのｍ（ｍは整数）個の
スイッチング素子を有するアレイ基板と、前記アレイ基板に対向配置されて液晶を封止す
るための対向基板と、を備えた液晶表示装置に対し、前記画素電極と前記対向基板との間
に印加する電圧の極性を垂直方向のｎ（ｎは整数）画素おきに異ならせて駆動するための
液晶表示装置の駆動方法において、順次に書き込みを行う（ｎ×ｋ＋１）水平ライン行に
位置する前記画素電極に対して（ｎ×ｋ）水平ライン行の真上に位置する前記画素電極の
極性を反転した電位を書き込むステップと、前記書き込みの後に前記（ｎ×ｋ＋１）水平
ライン行の前記反転をしない電位を書き込むステップと、を有する。
【００１４】
　また、請求項２に記載の本発明は、請求項１において、前記ｍをｍ≧２として、前記外
部からの画像信号はｍ個のスイッチング素子のソース電極に接続され、前記信号線の駆動
を制御するための信号線駆動回路制御信号が前記スイッチング素子のゲート電極に接続さ
れ、ｍ個の前記スイッチング素子のドレイン電極に前記信号線が接続されてなり、一回の
水平走査期間内にｍ回の前記画素電極への書き込むステップを実行し、もって、水平方向
に隣り合う画素間の極性を異なるものとし、垂直方向の４画素おきで極性を異なる（ｎ＝
４）ものとする。
【００１５】
　また、請求項３に記載の本発明は、直交する複数の信号線と複数の走査線とのそれぞれ
の交差部に配置した複数の画素トランジスタと、前記画素トランジスタのそれぞれに対応
して前記信号線に重畳する画素電極と、相互に隣り合った前記走査線間に設けられた補助
容量配線と、外部からの画像信号と前記信号線とを選択的に接続するためのｍ（ｍは整数
）個のスイッチング素子を有するアレイ基板と、前記アレイ基板に対向配置されて液晶を
封止するための対向基板と、を備えた液晶表示装置に対し、前記画素電極と前記対向基板
との間に印加する電圧の極性を垂直方向のｎ（ｎは整数）画素おきに異ならせて駆動する
ための液晶表示装置を駆動するためのコンピュータが読取り可能な駆動プログラムであっ
て、順次に書き込みを行う（ｎ×ｋ＋１）水平ライン行に位置する前記画素電極に対して
（ｎ×ｋ）水平ライン行の真上に位置する前記画素電極の極性を反転した電位を書き込む
ステップと、前記書き込みの後に前記（ｎ×ｋ＋１）水平ライン行の前記反転をしない電
位を書き込むステップと、してコンピュータが実行可能である。
【００１６】
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　また、請求項４に記載の本発明は、請求項３において、前記ｍをｍ≧２として、前記外
部からの画像信号はｍ個のスイッチング素子のソース電極に接続され、前記信号線の駆動
を制御するための信号線駆動回路制御信号が前記スイッチング素子のゲート電極に接続さ
れ、ｍ個の前記スイッチング素子のドレイン電極に前記信号線が接続されてなり、一回の
水平走査期間内にｍ回の前記画素電極への書き込むステップを実行し、もって、水平方向
に隣り合う画素間の極性を異なるものとし、垂直方向の４画素おきで極性を異なる（ｎ＝
４）ものとする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、特定パターンの表示における４ライン置きに１本の横すじが発生する
ことを低減することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　図１は、実施の形態に係る液晶表示パネルの構成を説明するための構成図を示している
。この図１には、ガラスの上に回路を作り込んだアレイ基板２０と、その対向に設置され
る対向基板２２と、アレイ基板２０の周囲端部に巡らされ該アレイ基板２０と対向基板２
２の間に図示しない液晶材料を封止するためのシール材２１と、によって液晶表示パネル
に用いる画素エリア２３が構成されている。
【００１９】
　また、図２は、実施の形態に係る液晶表示装置の構成を説明するための構成図を示して
いる。この図２において、画素エリア２３を構成するアレイ基板２０の表面上には、図示
しない多数のポリシリコンＴＦＴにより構成された回路が配置されており、これらのポリ
シリコンＴＦＴを画素として駆動させるためのＹドライバ２４と、ＯＬＢ（Ｏｕｔｅｒ　
Ｌｅａｄ　Ｂｏｎｄｉｎｇ）パッド２７と、このＯＬＢパッド２７を介して外部から入力
されたビデオ信号を画素エリア２３内の信号線に選択的に送るＸドライバ２５と、によっ
て液晶表示装置が構成されている。また、Ｙドライバ２４には、図示しない画像信号走査
用回路が組み込まれる。
【００２０】
　図３は、Ｘドライバ２５の構成を説明するための説明図を示しており、また、図４は画
素エリア２３を多数の配列によって構成する個々の画素の等価回路図を示している。Ｘド
ライバ２５のポリシリコンＴＦＴ３０は、画素エリア２３を構成する複数の画素３１の配
列単位ごとに駆動用の信号を書き込むためにそれぞれ配置されている。Ｘドライバ２５は
これらのポリシリコンＴＦＴ３０に接続して画素３１への書き込み制御を行っている。こ
の制御は、信号線駆動回路制御信号を構成する前半書き込み制御信号と後半書き込み制御
信号により行われる。この信号線駆動回路制御信号と外部画像信号により画素３１に意図
した書き込みが行われる。
【００２１】
　なお、画素３１は図４に示すように、画素３１に接続されたポリシリコンＴＦＴ３０と
、複数の容量成分４０と、信号線３５、３６と、スイッチング素子３２と、補助容量配線
３３と、走査線３４と、を備えて構成されている。
【００２２】
　図５は、本実施の形態において、信号線駆動（４Ｈ１Ｖ反転駆動）の書き込みが行われ
る画素３１を時系列に並べた説明図を示している。
【００２３】
　この図５中の（１）～（３）のステップを参照して、ｔ＝ｓ＋９（ｔ＝書き込みタイミ
ング、ｓ＝外部画像信号）で後半の書き込みを行うとき、ｔ＝ｓ＋８で書き込みを終えた
信号線はフローティングとなっている。このため、図３に示す容量成分４０により、書き
込み信号線－保持画素－前半選択信号線（フローティング）カップリングの影響により電
位変動を受ける。前半書き込んだ画素３１はポリシリコンＴＦＴ３０が開いているため、
同様に電位変動を受ける。
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【００２４】
　そのため、図５中の（４）のステップを参照して、４画素置きに１本の横すじとなり、
画質に悪影響を与える可能性があるので、ｔ＝ｓ＋１０でもう１度当該画素に書き込みを
行う。こうすることによって、この電位変動をキャンセルできるので、ｔ＝ｓ＋１１では
書き込みに伴う信号線の電位変動はほとんど無く、当該画素の電位が変動を受けることは
ない。
【００２５】
　また、図５に示すｔ＝ｓ＋８のタイミングで書き込みが行われる画素３１は、ｔ＝ｓ＋
９のタイミングでの書き込みに伴う信号線の電位変動の影響を受けて、保持電位が変動す
る。そして、ｔ＝ｓ＋１０のタイミングでもう一度当該画素３１に書き込みを行うことに
よって、この電位変動をキャンセルしている。
【００２６】
　また、ｔ＝ｓ＋１１のタイミングでは書き込みに伴う信号線の電位変動は殆ど無く、当
該画素３１の電位が変動を受けることは無い。このとき、ｔ＝ｓ＋８、ｔ＝ｓ＋９のタイ
ミングで書き込む電位をそれぞれ、ｔ＝ｓ＋６、ｔ＝ｓ＋７のタイミングで書き込んだ極
性反転した電位とする。
【００２７】
　図６に、（イ）４Ｈ１Ｖ反転駆動の電圧の正負（極性）、（ロ）黒－中間調１ライン横
ストライプの極性、（ハ）黒－中間画素市松パターンの極性、を説明するための説明図を
それぞれ示す。
【００２８】
　まず、（イ）４Ｈ１Ｖ反転駆動極性において、４×ｋ＋１、４（ｋ＋１）＋１ライン（
４＝ｎ、ｎとｋは整数）は信号線が極性反転するため、２回書き込みを行うが、１回目に
書き込む電位は２回目に書き込む電位と同じではなく、１ライン前（４×ｋ、４（ｋ＋１
））の真上に位置する画素電極の極性反転した電位を書き込む。
【００２９】
　すると、（ロ）黒－中間調１ライン横ストライプパターンや（ハ）黒－中間調画素市松
パターン等の特定パターンを表示した場合も４ラインに１本の横すじを軽減できる。例え
ば、（ロ）黒－中間調１ライン横ストライプでは、極性反転しない水平ラインは黒から中
間調、または中間調から黒の同量の電位変動を受ける。
【００３０】
　同様に、信号線が極性反転するライン（４×ｋ＋１、４×ｋ（ｋ＋１））の１回目の書
き込みに１ライン前（４×ｋ、４（ｋ＋１））の極性反転した画素を書き込んでおくと、
２回目に書き込んだ電位変動は黒から中間調、または中間調から黒に変動したときと同量
になり、全水平ラインにおいて電位変動量は同じになる。
【００３１】
　（ハ）黒－中間調画素市松パターンにおいても同様な原理で全水平ラインにおいて電位
変動は同じになる。このように特定なパターンを表示した場合も４ラインに１本の横すじ
を軽減でき、良好な画質が得られる液晶表示装置の駆動方法を実現することができる。
【００３２】
　なお、本実施の形態においては説明のために４×ｋ＋１、４（ｋ＋１）＋１、（４×ｋ
、４（ｋ＋１））を具体例として示したが、この４以外の整数であっても本実施の形態の
技術的範疇から逸脱するものではなく、当然に均等の範囲内に含まれる主旨である。
【００３３】
　以上説明した実施の形態によれば、特定パターンの表示における４ライン置きに１本の
横すじが発生することを低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】実施の形態に係る液晶表示パネルの構成を説明するための構成図を示す。
【図２】実施の形態に係る液晶表示装置の構成を説明するための構成図を示す。
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【図３】Ｘドライバの構成を説明するための説明図を示す。
【図４】画素エリアを多数の配列によって構成する個々の画素の等価回路図を示す。
【図５】本実施の形態において、信号線駆動（４Ｈ１Ｖ反転駆動）の書き込みが行われる
画素を時系列に並べた説明図を示す。
【図６】（イ）４Ｈ１Ｖ反転駆動の電圧の正負（極性）、（ロ）黒－中間調１ライン横ス
トライプの極性、（ハ）黒－中間画素市松パターンの極性、を説明するための説明図をそ
れぞれ示す。
【図７】従来技術における、（ニ）４Ｈ１Ｖ反転駆動の電圧の極性と、（ホ）黒－中間調
１ライン横ストライプの極性と、（ヘ）黒－中間調画素市松パターンの極性と、を説明す
るための説明図を示す。
【符号の説明】
【００３５】
　２０…アレイ基板
　２１…シール材
　２２…対向基板
　２３…画素エリア
　２４…Ｙドライバ
　２５…Ｘドライバ
　２６…斜め配線部
　２７…ＯＬＢパッド
　３０…画素ＴＦＴ
　３１…画素
　３２…スイッチング素子

【図１】

【図２】

【図４】
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